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２
３
１
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新
入
会
員
歓
迎
ハ
イ
キ
ン
グ 

日
川
渓
谷 

竜
門
峡 

 
 

実

施

日 

二
〇
〇
七
年
九
月
二
日
（
日
） 

天

 

候 
曇
り 

リ

ー

ダ

ー 
吉
田
正
之
、 

サ
ブ
リ
ー
ダ
ー 

小
池
述
史 

参

加

者 

上
野
キ
ヨ
、
宮
田
貞
子
、
佐
藤
す
み
江
、
若
村
貴
世
子
、
若

村
勝
昭
、
吉
田
正
之
、
一
柳 

昭
、
山
口
駿
三
、
岩
井
康
子
、

小
池
述
史
、
馬
場
清
士
、
小
野
ひ
さ
子
、
涌
井
良
明
、
島
本

陣
重
、
鈴
木
恵
美
子
、
鈴
木
馨
、
許
斐
俊
二
、
小
松 

勲
、

小
松
月
子
、
安
田
三
恵
子 

 

計 

二
〇
名 

費

 

用 

電
車 

 

新
宿
〜
甲
斐
大
和 

往
復 

２
，
６
０
０
円 

バ
ス 

２
０
０
円 

 

交
通
費 

計 

２
８
０
０
円 

入
浴
料 

５
０
０
円 

 
 
 

合
計
３
，
３
０
０
円 

コ
ー
ス
タ
イ
ム 

甲
斐
大
和
駅(

９
時
４
５
分
〜
四
八
分
バ
ス)

景
徳
院(

９
時

五
八
分
〜
一
〇
時
二
五
分)

竜
門
峡
遊
歩
道
入
口(

一
〇
時
四
五
分)

落
合
三
つ

の
滝(

十
一
時
二
五
分)

休
憩
舎(

十
一
時
三
五
分
〜
十
二
時
十
五
分
昼
食)

平
戸

の
石
門(

十
二
時
二
〇
分)

栖
雲
寺(

十
二
時
三
五
分
〜
五
〇
分)
天
目
山
温
泉

(

十
三
時
〜
十
五
時
〇
三
分
入
浴
、
休
憩
、
バ
ス)

甲
斐
大
和
駅(
十
五
時
二
三

分
〜
三
〇
分
電
車) 

こ
ぶ
し
会
入
会
後
一
〜
二
年
の
会
員
に
呼
び
か
け
、
新
会
員
六
名
が
参
加
し

た
歓
迎
ハ
イ
キ
ン
グ
。
８
月
の
猛
暑

が
一
変
、
絶
好
の
ハ
イ
キ
ン
グ
日
和

に
恵
ま
れ
ま
し
た
。 

甲
斐
大
和
駅
か
ら
の
バ
ス
を
景
徳
院

入
口
で
降
り
、
参
加
者
自
己
紹
介
の

後
景
徳
院
に
参
拝
。
武
田
信
玄
の
子
、

勝
頼
が
自
刃
し
た
地
で
徳
川
家
康
が

建
立
。
こ
こ
か
ら
２
０
分
歩
き
、
竜

門
峡
遊
歩
道
入
口
に
到
着
。
日
川
渓

谷
右
岸
に
つ
け
ら
れ
た
遊
歩
道
に

入
り
、
清
流
や
小
滝
を
楽
し
み
な
が

ら
４
０
分
ほ
ど
で
渓
流
を
左
岸
に

渡
り
、
急
な
金
属
製
の
階
段
を
登
り

つ
く
と
「
落
ち
合
い
三
つ
の
滝
」
が

水
し
ぶ
き
を
あ
げ
て
い
た
。
マ
イ
ナ

ス
イ
オ
ン
が
心
地
良
い
。
本
流
に
戻
り
、
１
０
分
ほ
ど
で

休
憩
舎
が
あ
り
、
付
近
の
渓
流
の

岩
場
で
昼
食
。 

さ
ら
に
平
戸
の
石
門
を
く
ぐ
り
、

木
賊
の
石
割
り
ケ
ヤ
キ
を
見
て
、

ア
キ
ノ
キ
リ
ン
ソ
ウ
、
ツ
ユ
ク
サ
、

ツ
リ
フ
ネ
ソ
ウ
な
ど
の
咲
く
急

坂
を
登
り
き
る
と
栖
雲
寺
。
一
四

世
紀
開
山
の
臨
済
宗
の
名
刹
。
裏
山
の
巨
大
な
自
然

石
で
造
ら
れ
た
庭
園
が
見
事
。
蕎
麦
き
り
発
祥
の
地

の
石
碑
も
あ
っ
た
。
こ
こ
か
ら
１
０
分
ほ
ど
下
り
、

天
目
山
温
泉
で
ア
ル
カ
リ
質
の
つ
る
つ
る
温
泉
を
楽
し

み
、
大
広
間
で
ビ
ー
ル
で
ゆ
っ
く
り
休
憩
し
、
三
時
の

バ
ス
で
甲
斐
大
和
駅
へ
。 

高
尾
で
の
二
次
会
も
賑
や
か
で
し
た
。
お
疲
れ
さ
ま
で

し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
記 

吉
田 

正
之
） 


